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図 P,の ,Rを命題とする.次の論理式の論理的同値を示せ.同値でない場合は反例を示せ.

(P→ 0)∧ ((¬P)■>月)と (P∧ の)∨ ((¬P)∧ R)

[3]整数の集合Ⅳ(={・ …,-2,-1,0,1,2,―・})上の関係Rを次のように定める.

∬Rν ⇔ ∬十νが偶数

(1)Rが同値関係であることを示せ.
(2)同値類 p]Rと p]Rを示せ。それぞれ無限集合となるが,特徴がわかるように回答する

10,15,30}を 考える.た ∈χに対l‐l~     i“レミ入 11  1  1 :
■∫(た)={`ιヒ‐k‐ かつJは たの倍数}‐

′r       ゝ
と定める (例 :A」 (15)={15,30}).こ のとき,y={性 (1),Ⅳ (2),…・J∫(19)}上の関係
R⊆ y× y薇 のように定めな
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きいと考えることにする。                ― ノ́

(2)Z={Af(2),Af(3),Af(5)}の 上界,最大元,極大元,上限をそれぞれ示せ.ただし,存在
しないこともあり得る.複数存在する場合は,全て示せ.
(3)次の (i)(ii)の命題は真か偽か.簡単に理由も述べよ.     子
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